
 
 

水への恩返し～Carrying Water Project～ 

一般財団法人 水への恩返し財団 ○加藤洋美 

１．活動方針・目的 

「水」による産業創出と魅力的なまちづくりをめざす福井県大野市では、２０１５年

５月より、人口減少対策プロジェクトの一つとして、まちの“財産”であり“アイデン

ティティ”でもある「水」をテーマとした「Carrying Water Project（キャリング ウォ

ーター プロジェクト）」を始動し、地域創生に向けたブランディング活動を展開してい

ます。 

市民の水への感謝の思いを醸成し、大野市の恵まれた水環境を後世に残し国内外の

人々に発信するとともに、世界の安全な水が供給されていない地域を支援し、すること

を目的に本年１月４日に水への恩返し財団が設立されました。 

２．活動内容 

(1)水環境の保全と改善に寄与する事業 

・水や水に住む生物に関する環境教育を推進 

・水環境保全のための調査活動の実施 

(2)水への感謝の思いを醸成する事業 

・水を育む森林環境保全のための活動の実施 

・大野の文化を育んで来た湧水に感謝する活動の実施 

(3)安全な水が供給されていない地域を支援する事業 

・日本ユニセフ協会を通じ、アジアで一番新しい民主主義国家である「東ティモール民主

共和国」に対する支援を実施。 

３．他の活動団体の参考となる事例 

大野市が新しく立ち上げた事業であり、いかに大野市民を巻き込むか、いかに市民に

知っていただくかは難題です。 

・大野の水道水日本一と提唱された水ジャーナリスト橋本淳司さんを招き、タウンミーテ

ィングを実施し、定員を上回る１５０名の市民や関係者の方に参加をいただき関心の高

さをうかがうことができました。 

・大野市の冬の一大イベント「越前おおの冬物語」において、東ティモールの特産である

コーヒーをふるまい寄付を募りました。東ティモールコーヒーはあまり流通しておらず、

生豆を購入し、市内のカフェ店や青年会議所などの協力を得ることで実現し、結果、イ

ベント当日約１０００人の来場者の方にご賛同をいただくことができました。 

４．今後の課題 

本プロジェクトを推進するためには皆様方からの寄付が必須となります。 

しかし、寄付を募り東ティモールを応援することが切り口にはなりますが、このよう

な活動を通じ、当財団の理念を理解し、応援し、仲間を作っていくこと、そして、その

理念を大野の未来を担う子どもたちに受け継いでいくことが課題です。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


